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規

則

■群
馬
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
知
事

大

澤

正

明

群
馬
県
規
則
第
七
号

群
馬
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
群
馬
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
の
規
定
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

廃
止

「
又
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム

届
（
別
記
様
式
第
二
十
五
号
）
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

休
止

え
る
。

廃
止

３

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

届
（
別
記
様
式
第
二

休
止

十
五
号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
改
善
命
令
）

第
二
十
条

第
十
三
条
の
規
定
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
が
法
第
二
十
九
条
第
十
三
項
の
規

定
に
よ
り
改
善
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

別
記
様
式
第
二
十
三
号
中
「供

与
さ
れ
る

」
を
「供

与
を
さ
れ
る

」
に
、
「1

6
役
員
名
簿
並
び

「1
6
土
地
及
び
建
物
の
権
原
を
証
す
る
書
類

に
役
員
及
び
施
設
管
理
者
の
履
歴
書

」
を

1
7
役
員
名
簿
並
び
に
役
員
及
び
施
設
管
理
者
の
履
歴

に
改
め
る
。

書

」別
記
様
式
第
二
十
四
号
中

「

次
の
と
お
り
有
料
老
人
ホ

ー

ム
の
事
業
を
変
更
し
ま
し
た

。

を
」

「

次
の
と
お
り
有
料
老
人
ホ

ー

ム
の
事
業
を
変
更
し
ま
し
た

。

施
設

名

施
設
所
在
地

に

変
更
年
月
日

年
月

日

」

改
め
、
同
様
式
に
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

注
１

変
更
を
証
す
る
書
類
及
び
変
更
し
た
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

。

２
変
更
内
容
に
応
じ
て
変
更
年
月
日
が
異
な
る
場
合
は

最
も
古
い
変
更
年
月
日
を
変
更

、
年
月
日
欄
に
記
載
し

変
更
内
容
ご
と
の
変
更
年
月
日
を
変
更
の
理
由
欄
に
記
載
し
て
く

、
だ
さ
い

。

別
記
様
式
第
二
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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平成３０年３月２３日（金） 群 馬 県 報 第９５８５号

別記様式第２５号（規格Ａ４）（第１９条関係）

廃止有料老人ホーム 届休止

第 号

年 月 日

群馬県知事 あて

所在地（住所）

名 称

代表者（氏名） 印

廃止次のとおり有料老人ホームを します。休止

施 設 名

施 設 所 在 地

入 居 者 数

入居者等への対応

年 月 日から
廃 止 予 定 年 月 日 年 月 日 休 止 予 定 期 間

年 月 日まで

廃止又は休止の理由

添付書類 提出する時点での入居者名簿（廃止又は休止となった後の入居者の処遇が明記されたもの）
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附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
保
健
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
知
事

大

澤

正

明

群
馬
県
規
則
第
八
号

群
馬
県
保
健
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
保
健
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
群
馬
県
規
則
第
二
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
（
以
下
「
水
道
事
業
者
」
を
「
及
び
水
道
用
水
供
給
事
業
者
（
以

下
「
水
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
同
法
第
三
十
一
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

別
表
の
一
の
項
及
び
二
の
項
中
「
認
め
る
検
査
」
を
「
認
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中

「
水
道
事
業
者
」
を
「
水
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
表
六
の
項
中
「
認
め
る
検
査
」
を
「
認
め
る

も
の
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
中
「水

道
事
業
者

」
を
「水

道
事
業
者
等

」
に
改
め
、
「第

２
１
条

」
の
次
に

「
（同

法
第
３
１
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
」
を
加
え
る
。

。

別
記
様
式
第
四
号
中
「

代
表
者

」
を
「代

表
者

」
に
、
「の

電
話
番
号

」
を
「の

電
話
番
号

、
、

匿
名
検
査
の
場
合
に
あ
つ
て
は
氏
名
に
代
わ
る
番
号

」
に
、
「水

道
事
業
者

」
を
「水

道
事
業
者

等

」
に
改
め
、
「第

２
１
条

」
の
次
に
「
（同
法
第
３
１
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む

）
」
を
加
え
、

。「
□

そ
の
他

（

）
」
を

「
□

特
定
感
染
症
検
査
等
実
施
要
綱
に
規
定
す
る
検
査
で
あ
つ
て

個
別
相
談
の

、
結
果

保
健
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
で
あ
る

に
改
め
る
。

、
。

□

そ
の
他

（

）
」

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
知
事

大

澤

正

明

群
馬
県
規
則
第
九
号

群
馬
県
立
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

群
馬
県
立
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
群
馬

県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
化
学
系
の
項
中

「

レ
ー
ザ
ー
散
乱
分
光
分
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

五
、
八
六
〇
円

を

薄
膜
表
面
解
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

五
、
六
〇
〇
円

」

「

レ
ー
ザ
ー
散
乱
分
光
分
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

五
、
八
六
〇
円

に
、

」

「

低
真
空
走
査
電
子
顕
微
鏡

一
時
間
に
つ
き

二
、
三
一
〇
円

を

電
子
線
表
面
形
態
解
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

一
、
三
三
〇
円

」

「

低
真
空
走
査
電
子
顕
微
鏡

一
時
間
に
つ
き

二
、
三
一
〇
円

に
、

」

「

蛍
光
Ｘ
線
膜
厚
計

一
時
間
に
つ
き

一
、
一
三
〇
円

を

三
次
元
粗
さ
解
析
装
置

一
時
間
に
つ
き

八
七
〇
円

」

「

蛍
光
Ｘ
線
膜
厚
計

一
時
間
に
つ
き

一
、
一
三
〇
円

に
、

」

「

液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
用
イ
オ

一
時
間
に
つ
き

一
、
九
五
〇
円

ン
化
シ
ス
テ
ム

を

Ｘ
線
分
析
顕
微
鏡
装
置

一
時
間
に
つ
き

三
、
〇
八
〇
円

赤
外
分
光
装
置

一
時
間
に
つ
き

三
、
一
三
〇
円

」

「

液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
用
イ
オ

一
時
間
に
つ
き

一
、
九
五
〇
円

に
改

ン
化
シ
ス
テ
ム

」

め
、
同
表
食
品
系
の
項
中

「

粘
度
測
定
装
置

一
時
間
に
つ
き

二
〇
〇
円

を

平成３０年３月２３日（金） 群 馬 県 報 第９５８５号
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Ｂ
型
粘
度
計

一
時
間
に
つ
き

一
〇
〇
円

」

「

粘
度
測
定
装
置

一
時
間
に
つ
き

二
〇
〇
円

に
改

」

め
、
同
表
バ
イ
オ
系
の
項
中

「

共
焦
点
走
査
型
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡

一
時
間
に
つ
き

二
、
〇
五
〇
円

を

高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
核
磁
気
共
鳴

一
時
間
に
つ
き

二
、
六
二
〇
円

装
置

」

「

高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
核
磁
気
共
鳴

一
時
間
に
つ
き

二
、
六
二
〇
円

に
改

装
置

」

め
る
。

別
表
第
三
試
験
の
項
中

「

原
子
間
力
顕
微
鏡
撮
影

一
件
に
つ
き

一
二
、
一
〇
〇
円

を

共
焦
点
走
査
型
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
撮
影

一
件
に
つ
き

四
、
二
六
〇
円

」

「

原
子
間
力
顕
微
鏡
撮
影

一
件
に
つ
き

一
二
、
一
〇
〇
円

に
改

」

め
、
同
表
分
析
の
項
中

「

分
子
量
分
布
測
定

一
件
に
つ
き

一
九
、
〇
〇
〇
円

を
」

「

分
子
量
分
布
測
定

一
件
に
つ
き

一
九
、
〇
〇
〇
円

味
分
析

五

味

（

酸

一
件
に
つ
き

一
〇
、
七
二
〇
円

味
、
塩
味
、

（
一
件
を
超
え
る
と

苦
味
、
旨
味

き
は
、
そ
の
超
え
る

及
び
渋
味
を

件
数
一
件
ご
と
に

い
う
。
以
下

二
、
九
〇
〇
円
を
加

同
じ
。
）

え
た
額
）

に
改

五
味
及
び
甘

一
件
に
つ
き

一
六
、
六
〇
〇
円

味

（
一
件
を
超
え
る
と

き
は
、
そ
の
超
え
る

件
数
一
件
ご
と
に

三
、
六
三
〇
円
を
加

え
た
額
）

」

め
、
同
表
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
設
計
又
は
解
析
の
項
中

「

構
造
振
動
解
析
又
は
最
適

一
時
間
に
つ
き

四
、
五
二
〇
円

を

化

」

「

構
造
振
動
解
析
又
は
最
適

一
時
間
に
つ
き

四
、
五
二
〇
円

化

に
改

機
械
学
習

一
時
間
に
つ
き

三
、
〇
〇
〇
円

」

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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告 示■

◎群馬県告示第８５号

土壌汚染対策法（平成１４年法律第５３号）第６条第１項の規定により、特定有害物質によって汚染されている

区域を次のとおり指定する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 指定する区域 桐生市広沢町一丁目字後谷２６８６番１の一部、２６８８番１の一部、地番なし

２ 指定に係る特定有害物質の種類 土壌汚染対策法施行規則（平成１４年環境省令第２９号）第３１条第１項の

基準に適合していない特定有害物質の名称 六価クロム化合物及びシアン化合物

３ 講ずべき指示措置 地下水の水質の測定

◎群馬県告示第８６号

土壌汚染対策法（平成１４年法律第５３号）第１１条第１項の規定により、特定有害物質によって汚染されてい

る区域を次のとおり指定する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 指定する区域 桐生市広沢町一丁目字後谷２６８１番１の一部

２ 指定に係る特定有害物質の種類 土壌汚染対策法施行規則（平成１４年環境省令第２９号）第３１条第１項の

基準に適合していない特定有害物質の名称 六価クロム化合物及びシアン化合物

◎群馬県告示第８７号

土壌汚染対策法（平成１４年法律第５３号）第１１条第２項の規定により、平成３０年群馬県告示第８６号によ

り指定した特定有害物質によって汚染されている区域の一部について、当該指定を次のとおり解除する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 解除する区域 桐生市広沢町一丁目字後谷２６８１番１の一部

２ 指定に係る特定有害物質の種類 土壌汚染対策法施行規則（平成１４年環境省令第２９号）第３１条第１項の

基準に適合していなかった特定有害物質の名称 六価クロム化合物

３ 講じられた汚染の除去等の措置 土壌汚染の除去

◎群馬県告示第８８号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変更する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県前橋土木事務所において

一般の縦覧に供する。
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平成３０年３月２３日（金） 群 馬 県 報 第９５８５号

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の 路線名 区 間 変更の 敷地の幅員 延 長

種 類 前後別 メートル メートル

県道 渋川大胡線 前橋市小坂子町字下中川４８７番の６ 前 ９．４～１５．０ １０５２．１

地先から同市荻窪町字上堂窪５０１番

の２地先まで 後 １０．５～３４．５ １０５１．３

◎群馬県告示第８９号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県前橋土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の
路線名 区 間 供用開始の期日

種 類

県道 渋川大胡線 前橋市小坂子町字下中川４８７番の６地先から同市荻窪 平成３０年３月２３日

町字上堂窪５０１番の２地先まで

◎群馬県告示第９０号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変更する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県館林土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の
路線名 区 間

変更の 敷地の幅員 延 長

種 類 前後別 メートル メートル

一般国道 ３５４号 邑楽郡板倉町大字海老瀬字中新田２３ 前 ７．０～２４．０ ２１７６．６

１６番の２地先から同郡同町大字下五 １３．６～８５．４ ２６４０．０

箇字川入堤外２０１２番地先まで

後 ７．０～２４．０ ２１７６．６

１３．６～８１．０ ２６４０．０
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◎群馬県告示第９１号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県館林土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の 路線名 区 間 供用開始の日時
種 類

一般国道 ３５４号 邑楽郡板倉町大字海老瀬字中新田２３１６番の２地先か 平成３０年３月２４日
ら同郡同町大字下五箇字川入堤外２０１２番地先まで 午後３時

◎群馬県告示第９２号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変更する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県館林土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の 路線名 区 間 変更の 敷地の幅員 延 長
種 類 前後別 メートル メートル

一般国道 １２２号 館林市北成島町字二ツ家２５３０番の 前 ２．０～３６．５ ６４０７．１
３７地先から邑楽郡明和町川俣１０番 ２３．８～６５．１ ３４９１．７
の２地先まで

後 ２．０～３６．５ ６４０７．１
２３．８～６５．１ ３４９１．７

◎群馬県告示第９３号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県館林土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の
路線名 区 間 供用開始の日時

種 類
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一般国道 １２２号 館林市苗木町字苗木西２４４７番の４地先から邑楽郡明 平成３０年３月２６日
和町川俣１０番の２地先まで 午後３時

◎群馬県告示第９４号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県桐生土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の 路線名 区 間 供用開始の日時
種 類

県道 大間々世良田 みどり市笠懸町鹿３８３１番の１地先から同市同４３３ 平成３０年３月２８日
線 ４番の１地先まで 午後３時

みどり市笠懸町鹿４２６３番の１１地先から同市同５２
５番の１地先まで

◎群馬県告示第９５号

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第６３条第１項の規定により、都市計画事業の事業計画の変更を認可

したので、同条第２項において準用する同法第６２条第１項の規定により、次のとおり告示する。

平成３０年３月２３日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 施行者の名称 藤岡市

２ 都市計画事業の種類及び名称 藤岡都市計画道路事業 ３・４・３号 北部環状線及び３・３・１号 前橋長

瀞線

３ 事業施行期間 平成２４年１月１３日から平成３５年３月３１日まで

４ 事業地

(1) 収用の部分 変更なし

(2) 使用の部分 なし

公 告■

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）第２５条第３項の規定による特定非営利活動法人の定款の変更

に係る認証の申請があったので、同条第５項において準用する同法第１０条第２項の規定により、次のとおり公告

する。
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教
育
委
員
会
規
則

■群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
（
平
成
十
六
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
課
の
係
及
び
室
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
掲
げ
る
係
」
の
下
に
「
又

は
室
（
以
下
「
係
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
の
表
中
「
係
名
」
を
「
係
等
名
」
に
改
め
、

同
表
健
康
体
育
課
の
項
中
「
全
国
高
校
総
体
準
備
係
」
を
「
全
国
高
校
総
体
推
進
室
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
健
康
体
育
課
全
国
高
校
総
体
推
進
室
に
総
務
・
広
報
係
及
び

式
典
・
宿
泊
・
競
技
係
を
置
く
。

第
五
条
第
四
項
中
「
及
び
主
任
」
を
「
、
主
任
、
上
席
専
門
員
、
主
席
専
門
員
、
主
任
専
門
員
、

主
幹
専
門
員
、
副
主
幹
専
門
員
及
び
専
門
員
」
に
改
め
る
。

（
群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
事
務
所
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
事
務
所
設
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
群
馬
県

教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
及
び
主
任
」
を
「
、
主
任
、
上
席
専
門
員
、
主
席
専
門
員
、
主
任
専
門
員
、

主
幹
専
門
員
、
副
主
幹
専
門
員
及
び
専
門
員
」
に
改
め
る
。

（
群
馬
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

群
馬
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
組
織
規
則
（
平
成
五
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
及
び
主
任
」
を
「
、
主
任
、
上
席
専
門
員
、
主
席
専
門
員
、
主
任
専
門
員
、

主
幹
専
門
員
、
副
主
幹
専
門
員
及
び
専
門
員
」
に
改
め
る
。

（
群
馬
県
立
文
書
館
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

群
馬
県
立
文
書
館
組
織
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
総
務
普
及
係
、
」
を
削
る
。

第
三
条
総
務
普
及
係
の
項
を
削
り
、
同
条
公
文
書
係
の
項
中
第
七
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
六

号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
及
び
展
示
会
等
」
を
「
、
展
示
会
、
講
習
会
等
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
三
号
を
第
十
一
号
と

し
、
第
二
号
を
第
十
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
公
文
書
等
」
を
「
公
文
書
及
び
行
政
資
料
（
以

下
「
公
文
書
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
八
号

を
加
え
る
。

一

文
書
館
所
掌
事
務
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二

所
属
職
員
の
人
事
、
服
務
、
給
与
の
支
給
及
び
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

三

文
書
館
の
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

四

公
印
の
管
守
に
関
す
る
こ
と
。

五

文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

六

予
算
の
経
理
及
び
決
算
そ
の
他
会
計
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

七

文
書
館
運
営
協
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

八

文
書
館
事
業
の
広
報
普
及
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
公
文
書
係
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

他
の
係
の
主
管
に
属
さ
な
い
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
古
文
書
係
の
項
第
一
号
中
「
古
文
書
等
」
を
「
古
文
書
及
び
記
録
（
以
下
「
古
文
書

等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
及
び
展
示
会
等
」
を
「
、
展
示
会
、
講
習
会

等
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
及
び
主
任
」
を
「
、
主
任
、
上
席
専
門
員
、
主
席
専
門
員
、
主
任
専
門
員
、

主
幹
専
門
員
、
副
主
幹
専
門
員
及
び
専
門
員
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
群
馬
県
教
育
委

員
会
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
―
第
十
一
条
の
二
」
を
「
・
第
十
一
条
」
に
、
「
第
三
十
六
条
の
七
」
を
「
第
三
十

六
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
次
条
、
」
を
削
る
。

第
五
条
の
二
及
び
第
十
一
条
の
二
を
削
る
。

第
十
五
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
、
第
二
十

一
条
」
を
「
、
前
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
六
中
「
。
第
三
十
六
条
の
七
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
る
。

第
三
十
六
条
の
七
を
削
る
。

第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
一
号
中
「
百
分
の
百
十
五
以
上
百
分
の
百
九
十
」
を
「
百
分
の
百

十
以
上
百
分
の
百
八
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
百
三
・
五
以
上
百
分
の
百
十
五
」

を
「
百
分
の
九
十
八
・
五
以
上
百
分
の
百
十
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
百
分
の

平成３０年３月２３日（金） 群 馬 県 報 第９５８５号
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九
十
二
」
を
「
百
分
の
八
十
七
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
七
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
百
分
の
四
十
七
」
を
「
百
分
の
四
十
四
・
五
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
百
分
の
四
十
三
・
五
」
を
「
百
分
の
四
十
一
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
九
第
二
項
を
削
る
。

第
四
十
八
条
の
二
を
削
る
。

別
表
第
一
小
学
校
、
中
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校
の
項
中
「
及
び
義
務
教
育
学
校
」
を
「
、
義

務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
」
に
改
め
、
同
表
特
別
支
援
学
校
の
項
中
「
養
護

教
諭
」
の
下
に
「
、
栄
養
教
諭
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
の
二
及
び
別
表
第
二
の
三
中
「
、
第
十
一
条
の
二
」
を
削
る
。

（
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改

正
）

第
二
条

群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平

成
十
八
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
百
分
の
百
九
十
」
を
「
百
分
の
百
八
十
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
項
中
「
百
分
の
九
十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

群
馬
県
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
号
中
「
社
会
福
祉
法
人
」
の
下
に
「
（
以
下
「
県
内
学
校
法
人
等
」
と
い
う
。
）
」

を
加
え
る
。

第
十
五
条
中
「
又
は
群
馬
県
教
育
委
員
会
」
を
「
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
又
は
県
内
学
校
法
人
等

で
構
成
さ
れ
る
団
体
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
八
年
勧
告
改
正
条
例
の
施
行
に
伴
う
給
与
の
支
給
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

平
成
二
十
八
年
勧
告
改
正
条
例
の
施
行
に
伴
う
給
与
の
支
給
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
廃
止

す
る
規
則

平
成
二
十
八
年
勧
告
改
正
条
例
の
施
行
に
伴
う
給
与
の
支
給
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十

八
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
の
施
行
に
伴
う
給
与
の
支
給
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号

平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
の
施
行
に
伴
う
給
与
の
支
給
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る

規
則

平
成
二
十
九
年
改
正
条
例
の
施
行
に
伴
う
給
与
の
支
給
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
九
年

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
図
書
館
組
織
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号

群
馬
県
立
図
書
館
組
織
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
及
び
主
任
」
を
「
、
主
任
、
上
席
専
門
員
、
主
席
専
門
員
、
主
任

専
門
員
、
主
幹
専
門
員
、
副
主
幹
専
門
員
及
び
専
門
員
」
に
改
め
る
。

一

群
馬
県
立
図
書
館
組
織
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条

第
二
項

二

群
馬
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
組
織
規
則
（
平
成
十
一
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）

第
四
条
第
二
項

三

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
組
織
規
則
（
平
成
十
八
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二

号
）
第
五
条
第
二
項

四

群
馬
県
立
青
少
年
自
然
の
家
組
織
規
則
（
平
成
十
八
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六

号
）
第
四
条
第
二
項

附

則
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こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号

群
馬
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
組
織
規
則
（
平
成
十
七
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
及
び
企
画
普
及
係
」
を
「
、
教
育
普
及
係
及
び
昆
虫
企
画
係
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
企
画
普
及
係
の
項
を
削
り
、
総
務
係
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

教
育
普
及
係

一

学
校
教
育
と
の
連
携
に
関
す
る
こ
と
。

二

体
験
学
習
の
企
画
及
び
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

三

敷
地
内
の
雑
木
林
、
田
畑
、
草
地
及
び
池
（
以
下
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
い
う
。
）
の
維
持

管
理
に
関
す
る
こ
と
。

四

フ
ィ
ー
ル
ド
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

五

友
の
会
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

六

そ
の
他
教
育
普
及
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

昆
虫
企
画
係

一

昆
虫
資
料
の
収
集
、
保
管
、
展
示
及
び
利
用
に
関
す
る
こ
と
。

二

昆
虫
資
料
に
係
る
専
門
的
及
び
技
術
的
な
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

三

講
座
、
講
演
会
、
観
察
会
、
研
究
会
そ
の
他
昆
虫
に
関
す
る
企
画
に
関
す
る
こ
と
。

四

昆
虫
資
料
の
利
用
に
係
る
説
明
、
助
言
及
び
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

五

温
室
で
の
昆
虫
の
生
態
展
示
及
び
専
門
的
な
飼
育
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

六

昆
虫
資
料
の
寄
贈
及
び
寄
託
に
関
す
る
こ
と
。

七

そ
の
他
昆
虫
企
画
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
二
項
中
「
及
び
主
任
」
を
「
、
主
任
、
上
席
専
門
員
、
主
席
専
門
員
、
主
任
専
門
員
、

主
幹
専
門
員
、
副
主
幹
専
門
員
及
び
専
門
員
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

教
育
委
員
会
訓
令

■
群
馬
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

事

務

局

各
教
育
機
関
（
学
校
を
除
く
。
）

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
注
１
中
「戸

籍
抄
本

」
の
次
に
「

官
公
署
が
発
行
す
る
養
子
縁
組
届
受
理
証

、

明
書

事
件
が
係
属
し
て
い
る
家
庭
裁
判
所
等
が
発
行
す
る
事
件
係
属
証
明
書

児
童
相
談
所
長
が

、
、

発
行
す
る
委
託
措
置
決
定
通
知
書
又
は
委
託
措
置
決
定
に
係
る
証
明
書

」
を
加
え
る
。

別
記
様
式
第
四
号
中
「要

介
護
者
の
場
合
は

そ
の
続
柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
、
同
様
式
注

、

２
中
「続

柄

」
の
次
に
「
（申

出
に
係
る
子
が
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
関
す
る
規
程
第

３
条
第
４
項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
事
実

（

」
を
、
「出

生
届
受
理
証
明
書

」
の
次
に
「又

は
養
子
縁
組
届
受
理
証
明
書

事
件
が

、

係
属
し
て
い
る
家
庭
裁
判
所
等
が
発
行
す
る
事
件
係
属
証
明
書

児
童
相
談
所
長
が
発
行
す
る
委
託

、

措
置
決
定
通
知
書
又
は
委
託
措
置
決
定
に
係
る
証
明
書

」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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公安委員会規則■

群馬県道路交通法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する。

平成３０年３月２３日

群馬県公安委員会委員長 丸 山 和 貴

群馬県公安委員会規則第３号

群馬県道路交通法施行細則の一部を改正する規則

群馬県道路交通法施行細則（昭和５４年群馬県公安委員会規則第１号）の一部を次のように改正する。

第４０条第１項第３号中「群馬県農業機械化センター」を「群馬県立農林大学校」に改める。

別表第３主要地方道高崎渋川線の項中「群馬県高崎市小八木町字井ノ河７８８番地から群馬県高崎市金古町７１

「群馬県高崎市小八木町字井ノ河７８８番地から群馬県高崎市金古町７１番地１まで
番地１まで」を に改め、

群馬県高崎市大八木町３０００番地１１から群馬県高崎市小八木町８１２番地８まで」

同表主要地方道足利伊勢崎線の項中「群馬県太田市只上町１０１６番地２」を「群馬県太田市丸山町１０７番地

２」に改め、同表県道鳥山竜舞線の項中「群馬県太田市藤阿久町９１４番地１から群馬県太田市飯田町１５２７番

「群馬県太田市藤阿久町９１４番地１から群馬県太田市飯田町１５２７番地まで
地まで」を に改め、同表県道大

群馬県太田市飯田町６１８番地１から群馬県太田市小舞木町１４２番地１まで」

原境三ツ木線の項の次に次のように加える。

県道太田大泉線 群馬県太田市小舞木町１４２番地１から群馬県太田市東別所町２７４番地１まで

県道太田桐生線 群馬県太田市東金井町６８５番地１から群馬県太田市丸山町１０５番地５まで

別表第３市道（伊）１２３号線の項の次に次のように加える。

市道（伊）２０ 群馬県伊勢崎市三和町３２０５番地５から群馬県伊勢崎市三和町３２０６番地９まで
２号線

別表第３市道（伊）２－５００号線の項の次に次のように加える。

市道（伊）２－ 群馬県伊勢崎市三和町１６６６番地１から群馬県伊勢崎市三和町２８２３番地まで
５０９号線

別表第３市道太田高林三入６６９号線の項の次に次のように加える。

市道１級４号線 群馬県太田市清原町２番地３１から群馬県太田市只上町１０５４番地まで

別表第３市道１級７７号線の項の次に次のように加える。

市道１級８４号 群馬県太田市朝日町５８７番地２から群馬県太田市朝日町１１２６番地６まで
線

市道２級７号線 群馬県太田市只上町２４２０番地６から群馬県太田市只上町２３２８番地１まで

別表第３市道新田東西５９８号線の項の次に次のように加える。

市道１０３号線 群馬県藤岡市中９８７番地６から群馬県藤岡市中１５１番地２まで
群馬県藤岡市中３４８番地１から群馬県藤岡市中５８番地３まで
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別表第３市道１１１号線の項の次に次のように加える。

市道１０６０号 群馬県藤岡市中５８番地４から群馬県藤岡市中３５０番地１まで
線

附 則

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

毎週火､金曜日発行

発 行 群 馬 県
群馬県前橋市大手町一丁目１番１号
電話 027-223-1111


